
 

 

 

 

 

 
 

                      校長  樋口 普美子   

立春が間もなく、暦の上では春となりますが、朝夕の寒さはまだ厳しく、校庭の木々

も静かに春を待っているようですが、冷たい空気の中にも、日差しのやわらかさや夕暮

れの明るさに、季節の移ろいを感じる頃となりました。子供たちは寒さに負けることな

く、元気な声で一日一日を過ごしています。外遊びや学習に意欲的に取り組む姿からは、

この一年での確かな成長が感じられます。 

2 月は、今年度のまとめに向けて、自分自身の成長を振り返る大切な時期です。お話

朝会では、「時間を意識して過ごすこと」について話をしようと思っています。時間は

誰にとっても平等ですが、使い方によって一日の充実感は大きく変わります。何となく

過ごす時間も、目的をもって課題と向き合う時間も、同じ一時間ですが、その積み重ね

が一年後の姿をつくっていきます。友達との関わり、学習への集中、当たり前のように

過ごしている日常の中にこそ、成長の種が隠れています。子供たちには、一日一日を丁

寧に積み重ね、自分の歩みを実感しながら過ごしてほしいと願っています。 

また、今月は「今日の感謝を見つけよう」という取組も大切にしていきたいと思いま

す。できたこと、助けてもらったこと、支えてくれた人の存在に気づくことは、自分を

大切にし、周りを大切にする心につながります。先日、読んだ記事の中には、一日を振

り返り、感謝の気持ちが持てる素晴らしい出来事を一つ一つ数えてみる。例えば、「今

日も元気に目を覚ました」、「家族がご飯を作ってくれた」、「『行ってらっしゃい』と声

をかけてくれた」など数えていくと、なんと４９個もの「ありがとう」を見つけること

ができた。その日から、毎日４９個、「ありがとう」を見つけ、できるだけ、「ありがと

う」と感謝を口にすることを続けてみると、自分がとても幸せであることに気づき、あ

たたかい気持ちになったと書かれていました。 

学校生活も、一人で成り立つものではありません。友達の言葉、先生の励まし、家族

の支え、地域の方々の見守りがあってこそ、子供たちは安心して学び、挑戦することが

できます。感謝の気持ちは、心の中に留めるだけでなく、言葉にしてこそ相手に伝わり

ます。１年の中で、最も短い２月、今年度の終わりの３月に向けて、何気ない一日の中

で「ありがとう」を伝える時間を大切にしたいと思います。 

6 年生は卒業まであとわずかとなりました。仲間と共に過ごした日々や、努力を重ね

てきた経験は、これからの人生を支える大切な土台となることでしょう。６年生が登校

してくると、低学年の下級生がその姿を見つけて、親し気な様子で駆け寄り、何やら談

笑する様子が、そこかしこに見られます。私が子供の頃からずっと続く本校の特色です。

下級生は、６年生の圧倒的な存在感と包容力を感じるのでしょう。憧れ、慕われる最上

級生としての姿を、みんなの心に刻んで欲しいと思います。 

在校生にとっても、学年の締めくくりとして、自分の役割を果たしながら次の学年へ

の準備を進める時期です。今年度の学びや経験を自信に変え、春に向かって、それぞれ

が確かな一歩を重ねていきたいです。 

寒さが続く季節ですので、体調管理には十分ご留意ください。引き続き、子供たちの

健やかな成長を共に見守ってくださいますよう、よろしくお願いいたします。 
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日 曜 2月の行事予定 

1 日        

2 月 
学級タイム 委員会⑨  
定時退勤ウィーク① 

3 火 
お話朝会 幼保小連絡協議会1  
定時退勤ウィーク② 

4 水 清掃タイム 定時退勤ウィーク③  

5 木 
算数タイム 第三回避難訓練  
定時退勤ウィーク④ スクペイ  

6 金 

短縮4（給食無） 市教研実践発表会 
朝読書・読み聞かせ（低・な）  
定時退勤ウィーク⑤  

7 土 定時退勤ウィーク➅  

8 日 定時退勤ウィーク⑦  

9 月 学級タイム 栄養士教育実習  

10 火 体育朝会 ヤクルトお腹元気教室1 
11 水 建国記念の日      
12 木 国語タイム 

13 金 
朝読書･読み聞かせ（中） 社会科見学6 
カルビースナックスクール４ 

14 土     
15 日     
16 月 学級タイム クラブ⑨ 
17 火 児童朝会 
18 水 清掃タイム 
19 木 算数タイム CBT体験４ 

20 金 
朝読書・読み聞かせ（高） 
社会科見学5 

21 土        
22 日        
23 月 天皇誕生日      
24 火 音楽朝会 

25 水 
清掃タイム 授業参観懇談会45 
新通学班保護者会     

26 木 国語タイム 授業参観懇談会6な     

27 金 
朝読書 授業参観懇談会１23  
市内作品展     

28 土 市内作品展     
3月の主な予定 

6 金 6年生を送る会 防犯パトロール 
9 月 新通学班一斉下校 
19 木 給食終了日 
24 火 卒業証書授与式 お別れの会 
26 木 修了式 
  学年末休業日及び春季休業日3/27～4/7 
28 土 さくらを見る会 
29 日 (予備日)さくらを見る会 

短縮日課の下校時刻について 
2 月 6日(金) 短縮 4 時間（給食無）～12：35 

転出のご予定は早めにお知らせください 
令和 8 年 3 月 31 日までの間に転出の予定がござい

ましたら、なるべく早めに学校（窓口：教頭や担任）

へお知らせください。次年度の学級数にも関わりま

すので、ご協力をよろしくお願いします。 

3 年 3 組の担任交代について 
体調不良でお休みをいただいていた 3 年 3 組担任 

山下 翔 教諭ですが、任期満了により退職をするこ
ととなりました。代わりの担任としましては、2 月 5
日(木)より安部祐一 主幹教諭が努めます。 

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 
給食費・スクペイの支払いについて 

○2 月の給食費の引落金額は、4,800 円となります。引
き落し日は、2 月 10 日（火）です。また 1 回につき
10 円かかります。詳細に関しては、学年だよりをご
確認ください。 

○スクペイの支払日は、2 月 5 日（木）になります。「お
支払をする」のボタンを押してください。 

※スクペイでの口座登録のお済みでない方は、必ずご
登録の上、スクペイでのお支払いをお願いします。 

※支払いの有無、金額は学年だよりをご確認ください。
校外学習については、別途お支払いをお願いします。 

「スクペイ」と「スクリレ」の導入について 
本校は、令和 7 年 4 月から電子決済ツール「スクペイ」

を導入しておりますが、より効率的にデジタル化を推進
するために和光市全体で令和 8 年 4 月から同じ会社が運
営している連絡ツール「スクリレ」を導入いたします。
よって現在使用している連絡ツール「さくら連絡網」は
3 月 31 日をもって契約を停止いたします。 

商品名 ツール 現在 2 月 24 日～ 

3 月 31 日 4 月 1 日～ 

スクペイ 電子決済 使用 使用 使用 
スクリレ 連絡 未使用 使用 使用 
さくら連絡網 連絡 使用 使用 使用停止 
在校生（1～5 年生）につきましては、本日「スクリレ」

の登録案内書を配付いたしました。お手数をおかけいた
しますが、3 月 5 日（木）までに「スクリレ」の登録を
お願いいたします。その他の詳細につきましても別途文
書を配信いたしましたので、そちらをご覧ください。 

ご不明な点がございましたら学校までご連絡くださ
い。（教頭 048-461-3374） 

多大なお手数とご心配をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願い申し上げます。 
 ※６年生は、今後進学先の中学校で新たに登録をする  

ため、今回は配付を行いません。 

県展図工出品者へのご連絡の不手際について(お詫び) 
本来ならば第 66 回埼玉県小中学校美術展北足立南部

地区展に出品を予定していました児童のご家庭には、ご
案内のお手紙をお渡しするところですが、今年度は配付
をせずに作品展が終了してしまいました。せっかくの機
会をご案内せず、ご家族等でご覧いただく機会がなくな
ってしまったこと、大変申し訳ございませんでした。 

今後は、再発防止のため、学校内で今以上に確認をし、
また複数のチェックをしながら業務を進めてまいります。 

なお、お子様の作品は、 
①校内で展示会を行います。 

日時：2 月 4 日(水)～2 月 20 日(金) 8 時半～17 時 
場所：１階のピアノ付近 
皆様に自由にご鑑賞いただけますよう準備をいたします。 

②和光市美術展覧会において展示いたします。 
日時：2 月 27 日(金)、28 日(土) 
場所：和光市民文化センターサンアゼリア展示棟 

重ねてになりますが、誠に申し訳ありませんでした。 


